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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月24日(2014.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
試料のトランスクリプトームを決定することにより、感染症の疑いのある対象におけるウ
イルス性疾患と細菌性疾患とを判別する方法を実施するためのコンピュータ実行可能命令
を含むコンピュータ可読媒体であって、前記方法が、
複数の試料プローブ強度を得るステップと、
補足表１～１１及びそれらの組合せに列挙した遺伝子から選択される６以上の遺伝子に関
する前記試料プローブ強度に基づいて感染症を診断するステップと、
前記試料プローブ強度と参照プローブ強度との間の線形相関係数を計算し、前記線形相関
係数が閾値を超える場合には、暫定的な遺伝子型を前記試料の遺伝子型として受け入れる
ステップと
を含む媒体。
【請求項２】
遺伝子が、７、８、９、１０、１１又は１２以上の遺伝子から選択される、請求項１に記
載の媒体。
【請求項３】
遺伝子が、補足表１～１１及びそれらの組合せに列挙した１又は複数の遺伝子を含む、請
求項１に記載の媒体。
【請求項４】
個人における感染症の存在と相関するデータセットを生成することにより、感染症の疑い
のある対象におけるウイルス性疾患と細菌性疾患とを判別するコンピュータに基づいた方
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法であって、コンピュータが実行する、
個人から複数の遺伝子プローブ強度を得るステップと、
補足表１～１１及びそれらの組合せに列挙した遺伝子から選択される６以上の遺伝子に関
するプローブ強度を決定するステップと、
前記６以上の遺伝子のそれぞれに関して、前記試料プローブ強度と参照プローブ強度との
間の線形相関係数を計算するステップであって、前記６以上の遺伝子の相関係数を平均し
て、感染症の存在又は非存在と相関するトランスクリプトーム発現ベクトルを計算するス
テップと
を含む方法。
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